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当
院
副
住
職
が
第
再
行

身
延
別
院
の
副
住
職
、
藤
井
教
祥
師
が
十
一
月
一
日
、
中
山
法
華
経
寺
の

日
蓮
宗
大
荒
行
堂
に
第
再
行
と
し
て
入
行
し
ま
し
た
。
来
年
二
月
十
日
ま
で

の
百
日
間
、
水
行
と
読
経
三
昧
の
日
々
を
送
り
ま
す
。

大
荒
行
は
、
日
蓮
宗
に
伝
わ
る
祈
祷
法
の
伝
授
を
受
け
る
た
め
に
行
わ
れ

ま
す
。
一
年
で
最
も
寒
い
季
節
で
の
百
日
間
、
入
行
僧
は
午
前
三
時
前
に
起

床
し
、
午
前
三
時
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
七
回
の
水
行
に
の
ぞ
み
ま
す
。
水

行
の
合
間
は
読
経
三
昧
。
伝
師
か
ら
、
修
行
の
回
数
に
応
じ
て
、
初
行
・
再

行
・
三
行
・
四
行
・
五
行
と
そ
れ
ぞ
れ
の
秘
法
の
伝
授
を
受
け
ま
す
。

睡
眠
時
間
は
一
日
三
時
間
弱
、
さ
ら
に
食
事
は
お
粥
と
味
噌
汁
の
み
の
粗

末
な
も
の
。
寒
さ
、
飢
え
、
睡
眠
不
足
。
こ
の
想
像
を
絶
す
る
極
限
状
況
を

乗
り
越
え
た
僧
侶
だ
け
が
、
「
修
法
師
」
と
し
て
、
日
蓮
宗
独
特
の
加
持
祈

祷
を
許
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
、
法
華
経
寺
の
境
内
に
は
、
早
朝
か
ら
師
僧
や
留
守
を
託
す
寺
族

・
檀
信
徒
が
集
い
、
入
行
僧
を
激
励
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し

た
。
身
延
別
院
か
ら
も
約
二
十
人
の
寺
族
・
檀
信
徒
が
副
住
職
を
囲
み
、

「
体
に
気
を
つ
け
て
」
「
が
ん
ば
っ
て
」
な
ど
と
祈
る
よ
う
に
声
を
か
け
ま

し
た
。

午
前
九
時
、
昇
堂
の
号
令
と
と
も
に
大
荒
行
堂
正
面
の
扉
が
開
く
と
、
副

住
職
を
含
め
百
七
十
七
名
の
入
行
僧
は
、
寺
族
・
檀
信
徒
に
見
送
ら
れ
入
堂

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
祖
師
堂
で
入
行
会
が
行
わ
れ
、
終
了
後
、
入
行
僧

は
、
お
題
目
を
唱
え
な
が
ら
法
華
経
寺
開
基
・
富
木
日
常
上
人
御
廟
、
奥
の

院
を
参
拝
し
、
荒
行
堂
の
瑞
門
の
中
へ
と
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
副
住
職
が

無
事
に
成
満
の
日
を
迎
え
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
（
平
）

藤井教祥副住職は、檀信徒の皆さんに見送られて荒行堂へ向かいました

(千葉県市川市の中山法華経寺で)
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第
四
回

鳥
取
・
常
忍
寺

富
木
常
忍
公
、
御
生
誕
の
地

こ
の
夏
、
中
学
二
年
生
の
息
子
と
山
陰
地
方

へ
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。
息
子
と
の
旅
行
は
本

当
に
久
々
で
し
た
。
小
学
校
三
、
四
年
生
こ
ろ

ま
で
は
、
一
声
か
け
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
つ
い

て
き
た
か
わ
い
い
息
子
だ
っ
た
の
で
す
が
、
小

学
校
高
学
年
に
な
る
と
塾
が
忙
し
く
な
り
、
中

学
校
入
学
後
は
私
と
ほ
と
ん
ど
口
を
き
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
自
我
の
芽
生
え
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

山
陰
地
方
は
息
子
に
と
っ
て
初
め
て
訪
れ
る

土
地
。
「
鳥
取
砂
丘
や
松
江
城
は
見
て
お
い
た
方
が
い

い
ぞ
！
」
と
い
う
私
の
誘
い
の
言
葉
に
、
珍
し
く
応
じ

た
の
で
し
た
。
実
際
、
初
日
に
鳥
取
砂
丘
を
訪
れ
た

時
、
息
子
は
自
然
が
造
り
出
し
た
砂
漠
の
よ
う
な
雄
大

な
風
景
に
、
す
っ
か
り
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

砂
丘
か
ら
旅
館
へ
向
か
う
途
中
、
私
は
鳥
取
市
の
街

中
に
あ
る
常
忍
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
常
忍
寺
は
日
蓮
聖

人
を
支
え
続
け
た
大
檀
越
で
中
山
法
華
経
寺
の
開
基
・

富
木
常
忍
公
の
ご
生
誕
の
地
に
建
つ
お
寺
で
す
。
徳
川

家
康
公
側
室
・
養
珠
院
お
万
の
方
の
ご
遺
命
に
よ
り
寛

保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

法
華
霊
場
千
か
寺
参
り
を
続
け
て
い
る
私
に
と
っ
て
、

常
忍
寺
は
、
ぜ
ひ
と
も
訪
ね
た
い
と
考
え
て
い
た
お
寺

で
す
。
た
だ
、
観
光
寺
院
の
よ
う
な
派
手
な
お
寺
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
寺
に
近
づ
く
に
連
れ
て
、
息
子
が
ど

ん
な
反
応
を
す
る
か
気
に
な
り
ま
し
た
。
「
つ
ま
ら
な

い
か
ら
、
早
く
旅
館
に
行
こ
う
よ
」
な
ど
と
言
い
出
し

は
し
な
い
か
。

し
か
し
お
寺
に
到
着
す
る
と
、
私
の
そ
ん
な
心
配
は
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
突
然
に
訪
問
し
た
私
た
ち
親
子
に
対

し
て
、
ご
住
職
の
武
井
大
典
さ
ん
が
、
お
寺
の
歴
史
、

本
堂
や
庫
裏
の
構
造
、
天
井
の
壁
画
の
こ
と
な
ど
、
次

々
に
説
明
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
普
賢
十
羅
刹
女
画
像
（
現
在
、
東

京
国
立
博
物
館
に
貸
出
中
と
の
こ
と
）
、
日
蓮
聖
人
と

日
常
上
人
（
富
木
常
忍
公
）
の
ご
真
骨
、
日
常
上
人
の

曼
荼
羅
本
尊
…
…
。
ず
っ
し
り
と
重
た
い
文
化
財
の
容

器
を
息
子
は
実
際
に
手
に
持
た
さ
れ
、
貴
重
な
体
験
を

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
武
井
住
職
は
「
法
華
経
寺
の

参
道
に
は
、
親
戚
が
茶
店
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

額
堂
（
が
く
ど
う
）
と
い
う
名
前
の
店
。
ぜ
ひ
立
ち
寄

っ
て
み
て
」
と
言
い
ま
し
た
。
常
忍
寺
参
拝
は
す
ば
ら

し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
法
華
経
寺
を
参
拝
す
る

楽
し
み
も
増
え
ま
し
た
。
（
平
山
徹
・
新
聞
記
者
）

武井住職(左)、筆者の長男(中央)と筆者
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加
賀
・
能
登
へ
団
参

妙
立
寺
、
妙
成
寺
を
参
詣

身
延
別
院
の
檀
信
徒
さ
ん
の
一
行
が
十
月
四
日
か

ら
六
日
ま
で
、
石
川
県
金
沢
市
の
妙
立
寺
と
同
県
羽

咋
市
の
本
山
・
妙
成
寺
を
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
藤
井
教
祥
副
住
職
、
河
野
信
成
師
を
は

じ
め
檀
信
徒
さ
ん
ら
計
二
十
三
人
。
一
行
は
羽
田
空

港
か
ら
空
路
、
小
松
空
港
へ
。
日
本
三
名
園
に
数
え

ら
れ
る
金
沢
市
の
兼
六
園
を
訪
ね
た
後
、
忍
者
寺
と

し
て
知
ら
れ
る
妙
立
寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。
妙
立
寺

は
加
賀
三
代
藩
主
、
前
田
利
常
公
が
寛
永
二
十
年

（
一
六
四
三
）
金
沢
城
近
く
か
ら
移
築
・
建
立
し
た

寺
院
で
す
。
隠
し
階
段
や
落
と
し
穴
階
段
な
ど
複
雑

な
仕
掛
け
を
備
え
た
本
堂
の
構
造
に
だ
れ
も
が
目
を

見
張
り
ま
し
た
。
二
日
目
は
バ
ス
で
金
沢
市
か
ら
羽

咋
市
へ
移
動
、
本
山
・
妙
成
寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。

妙
成
寺
は
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
、
日
蓮
聖
人
の

孫
弟
子
、
日
像
上
人
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
身
延
別
院
の
先
代
、
藤
井
日
光
上
人
が
第
六

十
三
世
住
職
を
務
め
、
寺
観
を
整
え
る
な
ど
当
院
と

も
ゆ
か
り
の
深
い
寺
院
で
す
。
本
堂
や
五
重
塔
な
ど

十
棟
の
建
物
が
国
の
重
要
文
化
財
で
、
一
行
は
古
建

築
の
美
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
妙
立
寺
、
妙
成
寺

の
二
つ
の
寺
院
で
御
開
帳
を
受
け
、
健
や
か
な
毎
日

を
送
れ
る
よ
う
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

妙立寺の張田珠潮住職と記念撮影

妙成寺の藤井日恵貫首猊下を囲んで

写真上 憲吾君登場！

写真左 参拝の合間に

ハンカチの友禅染体験も
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青年会が沖縄慰霊
摩
文
仁
の
丘
で
唱
題

身
延
別
院
青
年
会
は
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
、
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
沖
縄
県
を
訪

ね
ま
し
た
。
沖
縄
慰
霊
行
脚
の
経
験
の
あ
る
藤
井

教
祥
副
住
職
が
青
年
会
の
会
員
に
呼
び
か
け
て
実

現
し
ま
し
た
。

一
行
は
初
日
、
沖
縄
県
糸
満
市
の
「
ひ
め
ゆ
り

の
塔
」
を
訪
れ
、
防
空
壕
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
続
い
て
糸
満
市
の
「
摩
文
仁
の
丘
」
を
訪

れ
、
う
ち
わ
太
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
、
全
員
で
お

自
我
偈
、
お
題
目
を
唱
え
ま
し
た
。
二
日
目
は
海

水
浴
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
、
久
米

島
に
あ
る
「
サ
イ
プ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
久
米
島
」
に

宿
泊
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
身
延
別
院
の
総
代
さ

ん
が
経
営
す
る
ホ
テ
ル
で
す
。
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
す
ば
ら
し
い
三
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
以
下
の
通
り
。
岡
田
泰
蔵
、
岡
田
慶

子
、
灘
本
会
理
、
戸
張
愛
子
、
加
藤
綾
乃
、
龍
祐

樹
、
龍
佑
企
子
、
龍
憲
吾
、
藤
井
教
祥
（
敬
称

略
）
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

身
延
別
院
青
年
会
は
現
在
、
二
十
～

三
十
歳
代
の
男
女
十
六
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
月
に
一
回
程
度
の
例
会
を
別

院
地
下
ホ
ー
ル
で
開
く
ほ
か
、
二
か
月

に

一
回

程
度

の
「

子
育

て
支
援

活

動
」
、
各
地
の
お
寺
な
ど
へ
の
団
体
参

拝
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

会
式
、
節
分
な
ど
別
院
の
年
中
行
事
の

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
、
参
加
希
望
の
方
は
身
延
別
院
の

青
年
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

写真上 ひめゆり平和祈念資料館の前で／写真下 摩文仁の丘で

写真右上

沖縄美ら海水族館も

訪れました

写真右下

沖縄の海で海水浴を

楽しみました



平成２０年（２００８年）１１月 願 満（年３回発行）

今
年
も
お
稚
児
さ
ん
行
列

七
百
二
十
七
回
お
会
式

身
延
別
院
恒
例
の
お
会
式
が
十
一
月
三
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
お
稚
児
さ
ん
行
列
が

小
伝
馬
町
一
帯
を
練
り
歩
き
、
法
要
に
参
列
し
た
約
百

三
十
人
の
檀
信
徒
が
日
蓮
聖
人
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
ま

し
た
。

今
年
は
日
蓮
聖
人
の
七
百
二
十
七
回
忌
に
あ
た
り
ま

す
。
身
延
別
院
で
は
昨
年
、
約
二
十
年
ぶ
り
に
復
活
さ

せ
た
お
稚
児
さ
ん
行
列
の
お
子
さ
ん
を
今
年
も
募
集
し

ま
し
た
。
檀
信
徒
の
子
ど
も
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
な
ど
十

七
人
が
お
稚
児
さ
ん
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
一
時
に
お
稚
児
さ
ん
行
列
は
お
寺
を
出
発
。
小
伝

馬
町
交
差
点
か
ら
本
町
三
丁
目
交
差
点
へ
、
そ
し
て
お

寺
ま
で
の
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
、
お
題
目
と

団
扇
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。
お
稚

児
さ
ん
た
ち
は
お
練
り
の
後
、
本
堂
の
前
で
藤
井
住
職

と
一
緒
に
記
念
撮
影
。
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
法
要

で
、
お
稚
児
さ
ん
を
代
表
し
て
杉
田
大
起
君
（
五
歳
）

が
祭
文
を
読
み
上
げ
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
大
切
に
守

っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

お
会
式
の
花
作
り
奉
仕

お
会
式
に
先
立
ち
、
身
延
別
院
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
が

十
月
十
九
、
二
十
日
、
花
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

お
会
式
で
は
毎
年
、
本
堂
の
内
外
に
ピ
ン
ク
と
白
の
薄

紙
で
作
っ
た
花
を
た
く
さ
ん
飾
り
つ
け
ま
す
。
そ
の
花

を
み
ん
な
で
手
分
け
し
て
作
り
、
竹
や
万
灯
に
く
く
り

つ
け
る
も
の
で
す
。

作
業
は
地
下
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
十
九

日
は
日
曜
日
と
あ
っ
て
、
小
学
四
年
生
の
田
中
有
希
さ

ん
が
明
る
く
積
極
的
に
花
作
り
に
取
り
掛
か
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
が
咲
き
、
ほ
か
の
檀
信

徒
さ
ん
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
お
手
伝
い
頂

い
た
の
は
以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。

上
野
蘭
子
、
加
藤
綾
乃
、
阿
久
津
喜
美
子
、
林
好
江
、

石
渡
日
出
子
、
龍
佑
企
子
、
上
遠
野
美
津
子
、
寺
久
保

ト
シ
子
、
勝
見
登
志
子
、
田
中
有
希
、
平
山
徹
、
粂
野

千
代
子
、
齋
地
房
子
、
奥
野
洋
子
、
柴
田
昌
子
、
灘
本

会
理
、
小
林
聰
子
、
小
島
喜
恵
子
、
杉
田
喬
子
、
石
田

光
子
、
塙
多
賀
子
、
黒
石
鈴
子
、
工
藤
祐
子
、
藤
井
寛

文
、
藤
井
孝
子
（
敬
称
略
）
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

寺
の
動
き

地下ホールで行われたお会式の花作り

お稚児さんが参列したお会式法要

バ
ザ
ー
へ
の
協
力
の
お
願
い

青
年
会
で
は
子
育
て
支
援
の
た
め
の
活
動
費
と
し

て
バ
ザ
ー
に
出
店
し
ま
す
。
バ
ザ
ー
で
扱
う
品
物

（
新
品
）
を
お
譲
り
下
さ
い
。
只
今
の
と
こ
ろ
、
鈴

木
き
み
様
、
鈴
木
秀
子
様
、
永
井
忠
弘
様
に
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



妙
道
院
日
光
上
人
の
三
回
忌
法
要

二
〇
〇
六
年
九
月
二
十
一
日
に
遷
化
さ
れ
た
身
延
別
院

先
代
住
職
で
身
延
山
久
遠
寺
第
九
十
一
世
法
主
、
藤
井

日
光
上
人
の
三
回
忌
法
要
が
八
月
二
十
八
日
、
当
院
で

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
導
師
は
東
京
都
杉
並
区
堀
之
内
の

本
山
妙
法
寺
の
嶋
田
日
新
山
主
が
務
め
、
法
縁
関
係
者

や
東
京
都
東
部
宗
務
所
管
内
寺
院
、
当
院
の
総
代
や
世

話
人
ら
計
約
九
十
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
都
内
の
帝
国
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
、
一
般

檀
信
徒
や
ゆ
か
り
の
方
々
を
加
え
て
二
百
人
が
参
加
。

本
山
妙
覚
寺
（
千
葉
県
鴨
川
市
興
津
）
の
堀
水
教
進
貫

首
の
導
師
で
「
献
花
式
」
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
法
縁
を

代
表
し
て
嶋
田
山
主
は
「
日
光
上
人
が
発
願
し
た
身
延

山
の
五
重
塔
再
建
は
い
よ
い
よ
来
年
五
月
に
落
慶
式
の

運
び
と
な
り
、
宗
門
が
進
め
て
い
る
身
延
山
総
登
詣
運

動
に
も
一
層
拍
車
が
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
五
重
塔

は
日
光
上
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
の

行
動
力
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
藤
井
住
職
が
「
私
は
十
二
歳
の
時
に
弟
子
入
り

し
ま
し
た
。
師
範
の
教
導
は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
で

し
た
。
し
か
し
そ
の
お
か
げ
で
今
日
の
私
が
あ
り
、
た

い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
師
範
へ
の
報
恩
の
た
め
に

も
宗
門
と
寺
門
興
隆
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

秋
季
彼
岸
会
法
要
に
五
十
人

身
延
別
院
の
秋
季
彼
岸
会
施
餓
鬼
法
要
が
九
月
二
十

六
日
午
後
一
時
か
ら
、
本
堂
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
檀
信

徒
約
五
十
人
が
本
堂
に
集
い
、
提
婆
達
多
品
な
ど
の
お

経
を
全
員
で
読
誦
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご
先
祖
を
は

じ
め
、
ご
縁
の
あ
っ
た
方
々
の
塔
婆
を
供
養
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
に
住
職
の
法
話
。
終
了
後
に
地
下
ホ
ー
ル

で
御
供
養
が
あ
り
ま
し
た
。

豆
入
れ
奉
仕
の
お
願
い

来
年
の
追
儺
式
（
節
分
の
豆
ま
き
）
で
用
い
る
豆
の
袋

詰
め
作
業
を
、
一
月
十
九
、
二
十
日
に
行
い
ま
す
。
七

セ
ン
チ
四
方
ほ
ど
の
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
、
さ
か

づ
き
一
杯
分
ほ
ど
の
豆
を
詰
め
、
袋
の
口
を
丁
寧
に
折

り
た
た
み
、
ホ
チ
キ
ス
で
留
め
て
い
く
作
業
で
す
。
み

ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
の
手
作
業
は
、
と
て
も

楽
し
い
も
の
で
す
。
一
日
と
言
わ
ず
、
一
時
間
で
も
二

時
間
で
も
、
都
合
の
つ
く
時
間
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

十
二
月

一
日
（
月
）
願
満
祖
師
御
開
帳
、
終
日

十
三
日
（
土
）
十
三
日
講
法
要
並
法
話

午
後
一
時
よ
り

一
月

一
日
（
木
）
～
三
日
（
土
）
新
年
祈
祷
会

十
一
日
（
日
）
荒
行
堂
見
舞
、
詳
細
後
日

十
二
日
（
月
）
初
十
三
日
講
法
要
並
法
話

午
後
一
時
よ
り

十
九
日
（
月
）
初
甲
子

大
黒
天
祭
礼

午
後
一
時
よ
り

十
九
日
、
二
十
日
（
火
）
節
分
豆
入
れ

両
日
午
前
九
時
よ
り

二
月

三
日
（
火
）
節
分
会
並
星
祭
り

午
後
一
時
よ
り

冬
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
こ
の
頃
で
す
。

第
四
号
を
お
送
り
し
ま
す
。
今
号
も
平
山
さ
ん
、
上
野

さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
平
山
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
小
生
以
外
の
原
稿
は
は
や
ば
や
と
で
き

て
い
た
の
に
、
小
生
が
足
を
引
っ
張
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
号
は
日
光
法
主
の
三
回
忌
、
能
登
団
参
、
青
年

会
の
沖
縄
慰
霊
、
副
住
職
の
荒
行
堂
入
行
、
お
会
式
な

ど
、
特
記
す
べ
き
こ
と
が
多
く
、
充
実
し
た
内
容
と
な

り
ま
し
た
。
次
の
発
行
は
節
分
を
過
ぎ
て
、
副
住
職
の

帰
山
式
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
（
潮
）

平成２０年（２００８年）１１月 願 満（年３回発行）

今
後
の
予
定

編
集
後
記

参列者の前で挨拶をする当院住職


